
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

宮脇第一地区

平成２２年３月

静岡県掛川市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

15.0

65.5

1年以内の
達成見込み

○

100

見込み・確定
の別

100 ○

15.0

計測時期

H21年3月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
すれ違い可能な道路
率

％ 78.7

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

100

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

H　　年　月

15.0 H21年3月指標２

総合所見

狭小道路が改善され、防災性、安全
性に優れたまちづくりに貢献でき
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

地震時に倒壊のおそ
れがある家屋率

％ 72.4

指標４

公園への利用圏が近くなり、居住環
境の向上に貢献できた。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

移転に伴う再築造と新規家屋の立
地により、倒壊の恐れのある家屋率
が改善された。

65.5 H21年3月

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

65.5

1年以内の
達成見込み

○

H　　年　月

指標３
公園へ歩いて行ける
区域の割合

％ 0.0

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

実施時期

・地域防災組織の見直しと指導者の育成。
・地域住民への貯水槽・消火栓設置位置の周知.

具体的内容

特になし

今後の課題　その他特記事項

維持管理における地元の協力。
今後想定される緑地整備との連携

区画整理後の新しい自治会活動のなかで有効に活用してもらうよ
うに、地元に働きかけていく

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

特になし

実施した結果

特になし特になし

実施した具体的な内容

特になし 特になし
・成果を持続させるために

行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

公園、緑地を憩いの場とした有効活用

公園、緑地を防災拠点としての活用

地域住民の防災意識向上を図る。

事後評価シート　添付様式5－③から転記


